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富
岡
畦
草（
と
み
お
か
　
け
い
そ
う
）　 

大
正
15
年
8
月
、三
重
県
生
ま
れ
　
日
本
写
真
協
会
、日
本
写
真
家
協
会
、自
然
科
学
写
真
協
会
な
ど
の
会
員 

東京の玄関口といわれている「東京駅」。この写真は、その「東京駅」の7番線ホ

ーム （東海道線）から撮ったものである。写真右側に見える大きな建物は「丸ビル」

で、現在「丸の内」を中心に行われている大規模再開発の先陣をきって今年8月

に誕生する予定である。再開発計画の一つに、「東京駅」駅舎復元（大正13年の

開業当時の赤レンガ3階建）が含まれているのに魅力を感じる。なぜなら、開発と

保全。本来対極であるはずの要素が調和し、さらには都市の景観を意識した新し

いオフィス街が誕生するからだ。この開発は今後の都市のあり方を考えるいい機

会となるだろう。 

 

終
戦
直
後
か
ら
五
十
年
以
上
も
、東
京
駅
は
間
断
な
く
修
復
と
改
良
の
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。そ
れ
は
、日
本
の
経
済
状
態
と
輸
送
形
態
の
進
化
と
を
睨
ん
だ
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
で
あ
っ

た
。筆
者
も
通
勤
途
上
で
そ
の
模
様
を
目
に
し
な
が
ら
、削
岩
機
や
リ
ベ
ッ
ト
打
ち
の
轟
音
の
中
、日
々
変
動
す
る
仮
設
通
路
を
く
ぐ
り
抜
け
た
も
の
で
あ
る
。そ
れ
で
も
客
は
、将
来
像

に
夢
を
託
し
て
不
自
由
を
忍
ん
だ
。そ
れ
よ
り
、迷
惑
意
識
は
労
使
紛
争
に
よ
る
乗
客
無
視
の
ス
ト
行
為
に
あ
っ
た
。い
ず
れ
に
し
て
も
、物
事
す
べ
て
日
が
た
て
ば
、懐
か
し
い
思
い
出
に

転
化
さ
れ
て
し
ま
う
が
、そ
の
中
で
も
こ
の
写
真
の
、七
番
線
ホ
ー
ム
か
ら
出
る
東
京
駅
最
後
の
S
L
列
車
、常
磐
線
平
駅（
現
い
わ
き
駅
）行
き
は
懐
か
し
い
。国
鉄
に
す
れ
ば
、通
勤
難
の

時
代
に
精
一
杯
の
サ
ー
ビ
ス
・
ダ
イ
ヤ
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、夕
方
五
時
二
十
一
分
、汽
笛
一
声
力
強
い
蒸
気
を
吐
い
て
去
り
ゆ
く
汽
車
を
、八
番
線
に
停
車
中
の
湘
南
電
車
の
窓
か
ら
見
送
っ

た
感
慨
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。こ
の
S
L
通
勤
列
車
は
、常
磐
線
の
電
化
が
遅
い
た
め
の
存
在
で
あ
っ
た
が
、撮
影
し
た
九
月
一
杯
で
、デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
引
退
し
た
。一

方
、八
重
洲
側
で
は
、昭
和
三
十
九
年（
一
九
六
四
）開
催
決
定
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
呼
応
し
て
、東
海
道
新
幹
線
ホ
ー
ム
建
設
が
始
ま
っ
て
い
た
。そ
の
後
も
、東
京
駅
は
総
武
快
速
、横

須
賀
線
用
の
東
京
地
下
駅
新
設
、京
葉
線
地
下
駅
新
設
に
伴
う
連
絡
通
路
、さ
ら
に
は
、東
北
・
上
越
新
幹
線
乗
入
れ
の
た
め
の
ホ
ー
ム
増
設
と
続
き
、つ
い
に
は
そ
の
ス
ペ
ー
ス
づ
く
り
に

中
央
線
を
持
ち
上
げ
、世
界
に
例
の
な
い
ホ
ー
ム
の
重
層
化
工
事
が
貫
行
さ
れ
た
。す
べ
て
は
限
ら
れ
た
地
域
で
の
難
工
事
で
あ
っ
た
が
、素
人
目
に
も
日
本
の
土
木
・
建
築
技
術
の
進
歩
と

巧
妙
さ
を
垣
間
見
る
よ
う
で
頼
も
し
く
も
あ
っ
た
。現
在
は
、世
界
一
の
地
下
空
間
と
い
わ
れ
る
中
央
通
路
も
完
成
し
て
、目
標
は
達
成
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

 

消
え
た
街
角:

富
岡
畦
草
・
記
録
の
目
シ
リ
ー
ズ 

昭
和
34
年「
東
京
駅
最
後
の
S
L
通
勤
列
車
」 

N

 

平
成
13
年
11
月
5
日
　
冨
岡
畦
草
撮
影
　
 

［昭和34年9月27日　富岡畦草 撮影］ 

 

大丸 
● 

東京駅 

国際観光会館 
● 

新丸の内ビル 
● 

東京中央郵便局 
● 

丸の内ビル 
● 

（文：渡辺邦博）  

 


